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○ 庄 原 市 農 地 利 用 集 積 促 進 事 業 補 助 金 交 付 要 綱  

平 成 17年 ３ 月 31日 告 示 第 11 4号  

改 正  

平 成 18年 ３ 月 29日 告 示 第 46号  

平 成 18年 1 1月 20日 告 示 第 12 8号  

平 成 20年 ３ 月 31日 告 示 第 62号  

平 成 21年 ３ 月 11日 告 示 第 39号  

庄 原 市 農 地 利 用 集 積 促 進 事 業 補 助 金 交 付 要 綱  

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 （ 昭 和 55年 法 律 第 65号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 12条

第 １ 項 の 認 定 を 受 け た 農 業 者 （ 以 下 「 認 定 農 業 者 」 と い う 。 ） 等 に 予 算 の 範 囲 内 に お い て 補 助 金 を

交 付 し 、 認 定 農 業 者 の 育 成 と 農 用 地 の 保 全 及 び 有 効 利 用 を 図 る た め 、 当 該 補 助 金 の 交 付 に 関 し 庄 原

市 補 助 金 交 付 規 則 （ 平 成 17年 規 則 第 46号 ） に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 交 付 対 象 者 ）  

第 ２ 条  補 助 金 の 交 付 対 象 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 当 す る 者 と す る 。  

(１ )  平 成 17年 以 降 、 法 に 基 づ き ６ 年 以 上 の 賃 借 権 の 設 定 を 受 け た 者  

(２ )  賃 借 権 の 設 定 を 受 け た と き に 、 庄 原 市 に 住 所 を 有 す る 者  

(３ )  賃 借 権 設 定 後 の 経 営 耕 地 面 積 が 、 ２ ヘ ク タ ー ル 以 上 の 者  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 対 象 者 と し な い 。  

(１ )  賃 借 権 の 設 定 を 受 け る 者 が 賃 貸 人 の 世 帯 員 で あ る と き 。  

(２ )  補 助 金 の 交 付 を 受 け る こ と を 目 的 に 、 同 一 当 事 者 間 で 賃 借 権 の 合 意 解 約 を し 、 再 設 定 し た と

き 。  

(３ )  米 の 生 産 調 整 の 未 実 施 者  

（ 交 付 対 象 農 地 ）  

第 ３ 条  補 助 金 の 交 付 の 対 象 と な る 農 地 は 、 農 地 法 （ 昭 和 27年 法 律 第 22 9号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る

も の で あ っ て 、 本 市 の 農 業 振 興 地 域 （ 農 業 振 興 地 域 の 整 備 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 44年 法 律 第 58号 ） 第

６ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 地 域 を い う 。 ） 内 で あ る も の と す る 。 た だ し 、 国 県 の 同 種 の 補 助 を 当 該

要 綱 に よ る 補 助 と 同 一 時 期 に 受 け よ う と す る 農 地 に つ い て は 、 交 付 対 象 農 地 か ら 除 く も の と す る 。  

（ 補 助 金 の 額 ）  

第 ４ 条  補 助 金 の 額 は 、 経 営 耕 地 面 積 が ２ ヘ ク タ ー ル を 超 え る 部 分 に つ い て 、 10ア ー ル 当 た り 次 の と
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お り と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 経 営 耕 地 面 積 が ２ ヘ ク タ ー ル 未 満 の 者 が 同 一 年 に 期 間 の 異 な る 賃

借 権 の 設 定 を 受 け る こ と に よ り 交 付 対 象 者 と な る と き は 、期 間 の 短 い 賃 借 権 か ら 面 積 を 積 み 上 げ る 。 

  

賃 借 権 の 設 定 期 間  

補 助 金 の 金 額  

田  

畑  

（ 採 草 放 牧 地 を 除 く ）  

６ 年 以 上 10年 未 満  5 , 0 0 0円 2 , 0 0 0円

1 0年 以 上  1 0 , 0 0 0円 4 , 0 0 0円

２  補 助 金 の 算 定 は 、 補 助 金 の 交 付 対 象 と な る 農 地 の 面 積 の 合 計 に 前 項 の 規 定 に よ る 10ア ー ル 当 た り

の 額 を 乗 じ て 得 た 額 と し 、そ の 額 に 1,0 0 0円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は 、そ の 端 数 を 切 り 捨 て る も の

と す る 。  

３  賃 借 権 の 設 定 期 間 に １ 年 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は 、そ の 端 数 を 切 り 捨 て る も の と す る 。た だ し 、

そ の 端 数 が ８ か 月 以 上 の 場 合 は １ 年 と み な す 。  

（ 交 付 の 申 請 ）  

第 ５ 条  補 助 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 者 （ 以 下 「 申 請 者 」 と い う 。 ） は 、 交 付 申 請 書 （ 様 式 第 １ 号 ）

を 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 に 定 め る 申 請 書 の 提 出 は 、 補 助 金 の 交 付 対 象 と な る 賃 借 権 の 設 定 を 受 け た 日 以 降 の 直 近 の ７

月 末 日 ま で に 行 う も の と す る 。  

（ 交 付 決 定 ）  

第 ６ 条  市 長 は 、 前 条 第 １ 項 に 定 め る 申 請 書 を 受 理 し た と き は 、 そ の 内 容 を 審 査 及 び 必 要 に 応 じ て 行

う 実 地 調 査 等 に よ り 、 適 当 と 認 め る と き は 、 予 算 の 範 囲 内 で 補 助 金 の 額 を 決 定 し 、 交 付 金 決 定 通 知

書 （ 様 式 第 ２ 号 ） に よ り 当 該 申 請 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 補 助 金 の 請 求 ）  

第 ７ 条  前 条 に 定 め る 交 付 決 定 の 通 知 を 受 け た 者 が 、 補 助 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る と き は 、 市 長 が

別 に 定 め る 日 ま で に 交 付 請 求 書 （ 様 式 第 ３ 号 ） に よ り 市 長 に 請 求 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 交 付 後 の 管 理 ）  

第 ８ 条  市 長 は 補 助 金 を 交 付 し た 者 に つ い て 「 補 助 金 交 付 台 帳 」 を 作 成 し 、 補 助 金 交 付 後 の 適 正 な 管

理 を す る も の と す る 。  

２  補 助 金 の 交 付 を 受 け た 者 は 、 適 正 に 農 地 を 管 理 し な け れ ば な ら な い 。  
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（ 決 定 の 取 消 及 び 返 還 ）  

第 ９ 条  市 長 は 、 補 助 金 の 交 付 を 受 け た 者 が 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 認 め た と き は 、 補 助

金 の 交 付 を 取 り 消 し 、 既 に 交 付 し た 対 象 と な る 農 地 に 関 す る 補 助 金 を 返 還 さ せ る こ と が で き る 。  

(１ )  賃 借 権 の 設 定 を 受 け る こ と に よ り 、補 助 金 の 交 付 対 象 と な っ た 農 地 の 賃 借 権 の 存 続 期 間 中 に 、

そ の 農 地 の 貸 借 権 の 解 約 を し た と き 。  

(２ )  不 正 の 手 段 に よ り 補 助 金 の 交 付 を 受 け た と き 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 認 め た と き は 、 返 還 を 免 除 す る こ と

が で き る 。  

(１ )  土 地 収 用 法（ 昭 和 26年 法 律 第 21 9号 ）第 ３ 条 各 号 に 掲 げ る も の 及 び 公 共 の 利 益 を 目 的 と す る も

の の 敷 地 に 供 す る た め に 賃 借 権 を 解 除 し 、 経 営 耕 地 面 積 が ２ ヘ ク タ ー ル 未 満 に な っ た と き 。  

(２ )  補 助 金 の 交 付 後 、 交 付 対 象 者 が 死 亡 、 病 気 に よ り 賃 借 権 を 解 約 し た と き 。  

(３ )  補 助 金 の 交 付 後 、 契 約 期 間 満 了 前 に 合 意 解 約 す る 場 合 に 、 契 約 の 残 存 期 間 が ３ か 月 未 満 の と

き 。  

(４ )  補 助 金 の 交 付 後 、 個 人 で 利 用 権 設 定 を 行 っ た 者 が 、 本 人 も 加 わ っ た 農 業 生 産 法 人 を 設 立 し 、

そ の 農 業 生 産 法 人 へ 利 用 権 移 転 を 行 っ た と き 又 は 後 継 者 が 譲 り 受 け た と き 。  

(５ )  補 助 金 の 交 付 後 、 契 約 期 間 満 了 前 に 合 意 解 約 し た 後 、 当 該 農 地 を そ の 借 り 手 が 譲 り 受 け た と

き 。  

(６ )  そ の 他 、 市 長 が や む を 得 な い と 認 め た と き 。  

３  市 長 は 、 第 １ 項 に 定 め る 処 分 を 決 定 し た と き は 、 交 付 取 消 通 知 書 （ 様 式 第 ４ 号 ） に よ り 通 知 す る

も の と す る 。  

（ そ の 他 ）  

第 10条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 別 に 定 め る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 告 示 は 、 平 成 17年 ３ 月 31日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 告 示 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） の 前 日 ま で に 、 合 併 前 の 庄 原 市 認 定 農 業 者 等 育

成 助 成 金 要 綱 （ 平 成 ８ 年 庄 原 市 告 示 第 35号 ） 、 東 城 町 中 核 的 農 家 等 育 成 事 業 補 助 金 交 付 規 則 （ 平 成

２ 年 東 城 町 規 則 第 ８ 号 ） 、 比 和 町 農 地 流 動 化 促 進 補 助 金 交 付 要 綱 （ 平 成 14年 比 和 町 要 綱 第 20号 ） 又

は 総 領 町 農 用 地 高 度 利 用 促 進 事 業 実 施 要 綱 （ 昭 和 55年 総 領 町 訓 令 第 11号 ） （ 以 下 こ れ ら を 「 合 併 前
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の 告 示 等 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り な さ れ た 処 分 、 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 そ れ ぞ れ こ の 告 示 の 相 当

規 定 に よ り な さ れ た も の と み な す 。  

３  施 行 日 の 前 日 ま で に 、 合 併 前 の 告 示 等 の 規 定 に よ り 交 付 決 定 を 行 っ た 補 助 金 に つ い て は 、 な お 合

併 前 の 告 示 等 の 例 に よ る 。  

附  則 （ 平 成 18年 ３ 月 29日 告 示 第 46号 ）  

こ の 告 示 は 、公 布 の 日 か ら 施 行 し 、改 正 後 の 庄 原 市 農 地 利 用 集 積 促 進 事 業 補 助 金 交 付 要 綱 の 規 定 は 、

平 成 18年 度 分 の 補 助 金 か ら 適 用 す る 。  

附  則 （ 平 成 18年 1 1月 2 0日 告 示 第 128号 ）  

こ の 告 示 は 、公 布 の 日 か ら 施 行 し 、改 正 後 の 庄 原 市 農 地 利 用 集 積 促 進 事 業 補 助 金 交 付 要 綱 の 規 定 は 、

平 成 19年 度 分 の 補 助 金 か ら 適 用 す る 。  

附  則 （ 平 成 20年 ３ 月 31日 告 示 第 62号 ）  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 告 示 は 、 平 成 20年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 告 示 の 施 行 日 の 前 日 ま で に 、 改 正 前 の 規 定 に よ り 交 付 決 定 さ れ た も の に つ い て は 、 な お 、 従

前 の 例 に よ る 。  

附  則 （ 平 成 21年 ３ 月 11日 告 示 第 39号 ）  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 告 示 は 、 平 成 21年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 告 示 の 施 行 日 の 前 日 ま で に 、 改 正 前 の 規 定 に よ り 交 付 決 定 さ れ た も の に つ い て は 、 な お 従 前

の 例 に よ る 。  

様 式 （ 省 略 ）  


